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本
稿
は
周
作
人
（
一
八
八
五
│
一
九
六
七
年
）
と
松
枝
茂
夫
（
中
国
文
学
者
、
一
九
〇
五
│
一
九
九
五
年
〔
明
治
三
八
│
平
成
七
年
〕）

と
の
間
で
、
戦
前
戦
後
三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
交
わ
さ
れ
た
往
復
書
簡
を
整
理
校
訂
し
、
必
要
な
注
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

た
び
双
方
の
遺
族
か
ら
公
刊
許
諾
を
得
て
公
開
す
る
。
往
復
書
簡
全
体
で
は
合
計
七
万
字
ほ
ど
に
上
る
た
め
、
戦
前
編
、
戦
後
編
に
分

割
し
て
順
次
掲
載
し
て
ゆ
く
。
な
お
、
書
簡
の
内
容
を
最
も
忠
実
に
伝
え
る
影
印
版
も
中
国
で
出
版
を
準
備
中
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は

別
に
研
究
資
料
と
し
て
利
用
し
や
す
い
活
字
排
印
版
を
先
行
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
は
初
年
度
分
の
一
九
三
六
年
の
九
通
を
掲

載
す
る
。

　

往
復
書
簡
は
一
九
三
六
年
〔
昭
和
一
一
年
〕
に
松
枝
茂
夫
が
初
め
て
周
作
人
に
書
き
送
っ
た
第
一
通
目
か
ら
一
九
六
四
年
〔
昭
和
三

九
年
：
以
下
西
暦
の
み
を
示
す
〕
に
至
る
ま
で
、
十
年
間
の
中
断
を
は
さ
み
つ
つ
も
、
三
十
年
弱
に
わ
た
っ
て
交
わ
さ
れ
た
貴
重
な
一

次
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
周
作
人
書
簡
は
主
な
も
の
だ
け
で
も
、
鮑
耀
明
『
周
作
人
晩
年
書
信
』（
真
文
化
出
版
公
司
一
九
九
七
年
、
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旧
版
『
周
作
人
晩
年
手
札
一
百
封
』
香
港
太
平
洋
図
書
公
司
一
九
七
二
年
）、
李
吉
如
『
周
曹
通
信
集
』（
第
一
、
二
輯
、
南
天
書
業
公

司
一
九
七
三
年
）、『
周
作
人
俞
平
伯
往
来
書
札
影
真
』（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
一
九
九
九
年
六
月
版
）、『
江
紹
原
藏
近
代
名
人
書
札
』

（
江
小
蕙
編
、
中
華
書
局
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
内
容
分
量
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
と
十
分
比
肩
し
う
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
に
収
録
す
る
書
簡
は
、
松
枝
茂
夫
遺
族
宅
よ
り
提
供
を
受
け
た
周
作
人
の
書
簡
百
十
六
通
（
中
文
）
に
加
え
、
周
作
人
遺
族
宅

よ
り
提
供
を
受
け
た
松
枝
茂
夫
の
書
簡
三
十
六
通
（
日
文
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
全
て
を
原
語
の
ま
ま
可
能
な
限
り
忠
実
に
活

字
に
翻
刻
し
、
編
者
が
最
低
限
必
要
な
注
記
を
加
え
た
。
周
作
人
書
簡
の
内
容
は
既
に
日
本
に
お
け
る
周
作
人
研
究
者
の
間
で
は
周
知

の
存
在
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
二
〇
〇
三
年
三
月
、
編
者
が
北
京
に
周
作
人
遺
族
を
訪
ね
、
周
作
人
書
簡
公
刊
に
つ
い
て
の
許
諾
を
得

た
際
に
、
そ
の
存
在
を
知
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
初
め
て
公
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る⑴
。

松
枝
茂
夫
に
つ
い
て

　

松
枝
茂
夫
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
飯
倉
照
平
編
『
松
枝
茂
夫
文
集
』（
全
二
巻
、
研
文
出
版
一
九
九
九
年
）
に
収
録
す
る
略
年
譜
・

著
作
年
譜
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
年
譜
に
沿
っ
て
概
要
の
み
を
記
す
。

　

松
枝
茂
夫
は
旧
制
福
岡
高
校
在
学
中
よ
り
『
紅
楼
夢
』
に
関
心
を
寄
せ
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
支
那
文
学
科
に
入
学
し
た
。
在
学

中
か
ら
し
ば
し
ば
中
華
留
日
基
督
教
青
年
會
館
の
中
文
書
店
に
通
い
、
創
造
社
の
作
家
や
周
作
人
の
作
品
に
触
れ
る
。
ま
だ
同
時
代
の

中
国
文
学
の
価
値
な
ど
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
卒
業
後
は
北
京
に
一
年
余
り
留
学
し
、
帰
国
後
の
一

九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
よ
り
、
中
国
文
学
研
究
会
に
参
加
す
る
。
こ
こ
で
竹
内
好
、
武
田
泰
淳
、
増
田
渉
、
飯
塚
朗
ら
と
面
識
を
得

て
、『
中
国
文
学
月
報
』
に
林
語
堂
や
周
作
人
な
ど
、
現
代
文
学
に
関
す
る
文
章
を
発
表
し
始
め
る
。
後
年
、
松
枝
茂
夫
自
ら
の
生
涯

を
回
想
し
て
「
半
生
、
潦
倒
す
紅
楼
夢
、
一
向
（
ひ
た
す
ら
）
傾
心
す
周
作
人
」（「
字
並
べ
遊
び
」
一
九
七
三
年
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
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古
典
文
学
で
は
『
紅
楼
夢
』、
現
代
文
学
で
は
周
作
人
に
深
く
傾
倒
し
、
生
涯
そ
の
翻
訳
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
来
、
周
作
人
の
翻
訳
書
（
単
行
本
）
と
し
て
は
以
下
の
書
が
あ
る⑵
。

『
北
京
の
菓
子
』（
山
本
書
店
一
九
三
六
年
）

『
周
作
人
随
筆
集
』（
改
造
社
一
九
三
八
年
）

『
中
国
新
文
学
之
源
流
』（
文
求
堂
一
九
三
九
年
）

『
周
作
人
文
芸
随
筆
抄
』（
冨
山
房
一
九
四
〇
年
）

『
瓜
豆
集
』（
創
元
社
一
九
四
〇
年
）

『
結
縁
豆
』（
実
業
之
日
本
社
一
九
四
四
年
）

　

こ
の
ほ
か
に
中
国
語
教
科
書
で
一
部
翻
訳
、
注
釈
を
含
む
も
の
と
し
て
、
下
記
の
も
の
が
あ
る
。

『
支
那
現
代
文
』（
漢
文
学
講
座
第
四
巻
、
共
立
社
一
九
三
三
年
）

『
周
作
人
随
筆
抄
』（
文
求
堂
一
九
三
九
年
）

　

以
上
は
い
ず
れ
も
戦
前
の
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
周
作
人
は
日
中
戦
争
中
の
対
日
協
力
の
罪
に
よ
り
、
日
本
敗
戦
後
は
「
漢

奸
」
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
結
果
、
様
々
な
制
約
か
ら
翻
訳
を
出
す
こ
と
は
困
難
に
な
っ
た
。
戦
後
新
た
に
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
の
は
た

だ
一
冊
『
魯
迅
の
故
家
』（
今
村
与
志
雄
と
の
共
訳
、
筑
摩
書
房
一
九
五
五
年
）
の
み
に
止
ま
る
。

　

晩
年
、
松
枝
茂
夫
は
最
後
の
仕
事
と
し
て
、
周
作
人
の
翻
訳
改
訂
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
う
が
、
着
手
し
た
と
き
に
は
既
に
齢

八
十
を
越
え
、
体
力
気
力
の
衰
え
は
争
え
ず
、
つ
い
に
改
訳
の
完
成
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
も
信
頼
す
る
木
山
英
雄
（
一
橋
大

学
名
誉
教
授
）
に
後
事
を
託
し
、
一
九
九
五
年
秋
に
逝
去
。
没
後
、『
周
作
人
随
筆
』（
冨
山
房
百
科
文
庫
一
九
九
六
年
）
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
（
同
書
あ
と
が
き
に
よ
る
）。
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往
復
書
簡
の
概
要

　

松
枝
茂
夫
が
周
作
人
と
の
文
通
を
始
め
た
の
は
、
一
九
三
六
年
三
月
九
日
の
こ
と
で
、
東
京
は
ち
ょ
う
ど
二
・
二
六
事
件
で
戒
厳
令

下
に
あ
っ
て
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

　

当
時
の
松
枝
茂
夫
は
留
学
か
ら
帰
国
し
た
の
ち
も
定
職
が
決
ま
ら
ず
、
東
京
で
非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。
当

時
の
風
潮
か
ら
す
れ
ば
、
周
作
人
の
翻
訳
が
必
ず
し
も
定
職
を
得
る
た
め
に
有
利
な
仕
事
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る

が
、
中
国
文
学
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
存
在
も
与
っ
て
、
現
代
文
学
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

飯
倉
照
平
編
に
な
る
略
年
譜
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
の
五
、
六
月
頃
か
ら
増
田
渉
と
の
近
所
づ
き
あ
い
の
縁
で
『
支
那
小
説
史
』

（
サ
イ
レ
ン
社
一
九
三
五
年
七
月
）
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
。
後
々
ま
で
深
く
私
淑
す
る
増
田
渉
と
の
関
係
は
こ
の
時
期
か
ら
始

ま
り
、
当
時
も
相
当
の
刺
激
を
受
け
、
自
ら
も
本
格
的
に
周
作
人
に
取
り
組
む
気
持
ち
を
固
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
三
五
年
秋
に

は
評
論
「
周
作
人
先
生
の
立
場
」（
支
那
語
学
会
『
支
那
語
学
報
』
創
刊
号
、
文
求
堂
）
を
、
そ
し
て
、
一
九
三
六
年
三
月
に
は
翻
訳
「『
雨

天
の
書
』
抄
」（『
文
芸
懇
話
会
』
一
巻
三
号
）
を
発
表
し
て
い
る
。
勇
を
鼓
し
て
手
紙
を
出
す
に
至
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
一
連
の
仕

事
の
延
長
線
上
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

詳
し
く
は
松
枝
自
身
の
書
簡
に
譲
る
が
、
こ
れ
以
前
に
も
周
作
人
と
直
接
面
談
す
る
機
会
は
何
度
も
あ
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
控
え

め
な
氏
は
一
度
な
ら
ず
二
度
も
機
会
を
逸
し
て
い
る
。
一
度
目
は
北
京
留
学
時
で
、
恩
師
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
服
部
宇
之
吉
、
竹
田

復
の
紹
介
状
を
携
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
果
せ
ず
、
二
度
目
は
一
九
三
四
年
の
周
作
人
訪
日
の
際
で
、
歓
迎
の
宴
に
列
し
な
が
ら

と
う
と
う
最
後
ま
で
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
容
易
な
ら
ざ
る
決
意
で
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
に
対
し
、
周
作
人
は
直
ち
に
返
信
し
た
。
そ
れ
は
短
い
け
れ
ど
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も
好
意
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
、
翻
訳
上
の
問
題
点
が
あ
れ
ば
遠
慮
無
く
問
い
合
わ
せ

て
欲
し
い
と
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
簡
を
皮
切
り
に
以
後
、
戦
前
編
だ
け
で

も
、
周
作
人
か
ら
四
十
二
通
の
書
簡
が
寄
せ
ら
れ
、
松
枝
茂
夫
か
ら
も
同
数
以
上
の
書

簡
の
往
還
が
あ
っ
た
（
現
存
す
る
の
は
二
十
三
通
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
の

分
量
に
な
ろ
う
と
は
お
互
い
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う⑶
。

　

初
め
て
の
書
簡
往
来
以
降
、
二
人
の
間
で
は
、
互
い
に
母
語
で
手
紙
を
寄
せ
合
う
と

い
う
形
態
で
一
貫
し
て
い
る
。
双
方
が
日
中
両
語
に
通
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
周
作
人
書
簡
の
存
在
の
み
知
ら
れ
て
い
た
当
初
、
筆
者

は
双
方
が
中
国
語
で
書
き
合
っ
て
い
た
も
の
と
ば
か
り
思
い
こ
ん
で
い
た
。
こ
れ
が
勝
手
な
思
い
込
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
回
周
作

人
遺
族
か
ら
提
供
さ
れ
た
松
枝
書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
松
枝
書
簡
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
資
料
整
理
の
過
程
で
ま
だ
発
見

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
整
理
済
み
の
書
簡
の
内
訳
は
上
掲
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
主
た
る
話
題
は
、
周
作
人
の
作
品
翻
訳
上
の
問
題
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
松
枝
が
疑
問
を
提
出
し
、
周
が
回
答
す
る
形

が
ほ
と
ん
ど
で
、『
中
国
小
説
史
略
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
魯
迅
と
増
田
渉
と
の
間
で
交
わ
し
た
書
簡
（『
魯
迅
・
増
田
渉
師
弟
答
問
集
』

汲
古
書
院
一
九
八
九
年
）
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
こ
の
書
面
問
答
の
成
果
は
、『
北
京
の
菓
子
』、『
周
作
人
随
筆
集
』
や
教
科
書
『
周
作

人
随
筆
抄
』
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
当
初
『
文
芸
懇
談
会
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
烏
篷
船
」
な
ど
の
訳
文
は
単
行
本
収
録
の
際
に
相
当
訂

正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
書
簡
の
具
体
的
な
内
容
に
即
し
た
調
査
は
、
松
枝
茂
夫
の
周
作
人
理
解
を
検
討
す
る
上
で
必
要
不
可

欠
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
後
日
を
期
し
た
い
。
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1936年 ５通 ４通 ９通
1937年 １通 ３通 ４通
1938年 なし ５通 ５通
1939年 なし ５通 ５通
1940年 ７通 12通 19通
1942年 ３通 ３通 ６通
1943年 ３通 ８通 11通
1944年 ３通 ２通 ５通
合　計 23通 42通 65通



文化論集第30号
186

　

今
回
、
書
簡
を
公
開
す
る
ま
で
に
多
く
の
方
の
援
助
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
の
端
緒
は
二
〇
〇
一
年
に
大
学
よ
り
北
京
大
学
交
換
研

究
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
彼
の
地
に
滞
在
し
た
際
に
、
周
作
人
研
究
者
で
あ
る
止
庵
氏
の
知
遇
を
得
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
紹
介
の

労
を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
陳
漱
渝
（
元
魯
迅
博
物
館
副
館
長
）
氏
で
あ
っ
た
。
数
回
に
わ
た
る
止
庵
氏
と
の
懇
談
の
な
か
で
、
松

枝
茂
夫
書
簡
の
公
刊
が
具
体
化
し
、
止
庵
氏
か
ら
周
作
人
の
遺
族
で
あ
る
張
菼
芳
女
史
（
周
作
人
長
男
の
周
豊
一
夫
人
）、
周
吉
宜
氏

（
周
作
人
の
長
孫
）
を
紹
介
さ
れ
、
何
回
か
の
訪
問
を
経
て
、
松
枝
茂
夫
書
簡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
書
簡
の
入
力
作
業
は
、
二
〇
〇
三
年
末
よ
り
学
生
諸
君
の
協
力
を
得
て
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
判
読
困
難
な
手
書
き
文
字
の

入
力
は
か
な
り
難
渋
し
た
が
、
主
と
し
て
以
下
の
四
名
の
協
力
を
得
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
（
い

ず
れ
も
所
属
は
二
〇
〇
三
年
当
時
の
も
の
）。

鄒
敏
（
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
科
）、
尹
明
（
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
研
究
科
）、

徐
錚
（
早
稲
田
大
学
文
学
部
）、
大
野
友
里
江
（
早
稲
田
大
学
商
学
部
）

　

こ
の
ほ
か
、
校
閲
者
と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
次
の
方
々
で
あ
る
。

止
庵
（
周
作
人
自
編
文
集
編
者
）

趙
京
華
（
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
）

張
菼
芳
、
周
吉
宜
（
周
作
人
遺
族
）

飯
倉
照
平
（
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
）

　

と
く
に
飯
倉
先
生
に
は
松
枝
家
御
遺
族
と
の
仲
介
か
ら
序
文
執
筆
に
至
る
ま
で
終
始
本
書
の
完
成
に
温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
い

た
。
こ
こ
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
一
月
一
三
日
、
松
枝
茂
夫
夫
人
、
ナ
ヲ
女
史
が
逝
去
さ
れ
た
。
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往
来
書
簡
の
整
理
校
訂
作
業
の
た
め
、
お
宅
に
お
邪
魔
す
る
編
者
に
一
再
な
ら
ず
酒
食
を
振
る
舞
っ
て
は
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
そ
の
暖
か
い
お
心
に
改
め
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。
本
稿
の
完
成
を
お
目
に
掛
け
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。（
二
〇
〇
七
年
一
月
二
二
日
追
記
）

表
記
、
体
裁
に
つ
い
て

・
書
簡
に
は
整
理
の
便
宜
上
、
西
暦
に
よ
る
日
時
で
通
し
番
号
を
付
け
、
数
字
の
末
尾
に
は
松
枝
茂
夫
書
簡
に
は
Ｍ
を
、
周
作
人
書
簡

に
は
Ｚ
を
付
し
て
区
別
し
た
。
な
お
、
日
時
は
書
簡
文
中
に
記
さ
れ
た
日
時
を
優
先
し
、
も
し
文
中
に
日
時
が
な
い
場
合
は
郵
便
局

の
消
印
の
日
時
に
拠
っ
た
。
例
：
一
九
三
六
年
三
月
九
日
松
枝
書
簡
↓
１
９
３
６
０
３
０
９
Ｍ

・
表
記
は
極
力
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
句
読
点
、
カ
ギ
括
弧
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
必
要
最
低
限
追
加
し
、
促
音
の
「
つ
」

「
や
」
な
ど
も
小
文
字
に
改
め
た
。
段
落
ご
と
の
字
下
げ
も
同
様
に
編
者
の
判
断
で
行
っ
た
が
、
段
落
分
け
に
つ
い
て
は
原
文
に
従
っ

て
い
る
。

・
句
読
点
、
カ
ギ
括
弧
な
ど
表
記
法
に
つ
い
て
は
、
日
中
間
で
違
い
を
残
し
、
統
一
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
中
国
語
の
文
中
に
お
け

る
丸
付
き
文
字
は
原
文
表
記
を
尊
重
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
て
い
る
の
で
、
取
消
線
を
意
味
し
て
い
る
。

・
周
作
人
の
原
文
理
解
に
は
注
釈
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
煩
を
避
け
て
松
枝
茂
夫
、
周
作
人
の
生

平
年
に
関
す
る
事
実
に
つ
い
て
注
記
す
る
だ
け
に
止
め
た
。

・
明
か
な
誤
記
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
別
途
注
記
で
そ
の
旨
明
示
し
た
。

・
判
読
が
困
難
な
も
の
は
、
そ
の
旨
注
記
で
記
し
た
。
近
い
将
来
に
書
簡
集
が
影
印
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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１
９
３
６
０
３
０
９
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人⑷
】

周
作
人
先
生
：

　

突
然
未
知
の
小
生
が
か
う
い
ふ
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
の
は
恂
に
無
躾
け
な
事
と
自
分
で
も
考
へ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か

し
小
生
自
身
と
し
て
は
久
し
い
前
か
ら
の
懸
案
で
今
日
と
な
っ
て
や
っ
と
決
心
が
つ
い
た
の
を
か
へ
す
〴
〵
も
残
念
と
存
じ
て
を
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
う
五
年
も
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
小
生
は
学
校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
北
京
に
遊
学
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
節
、
服
部
宇
之
吉
、

竹
田
復
の
両
先
生
か
ら
先
生
へ
の
ご
紹
介
状
を
い
た
ゞ
い
て
ま
ゐ
っ
た
の
で
す
が
、
極
端
に
引
込
思
案
で
人
を
怕
は
が
る
性
質
か
ら
、

心
か
ら
私
淑
す
る
先
生
を
そ
の
一
年
半
の
滞
在
の
間
つ
ひ
に
お
訪
ね
し
得
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
昨
年
の
夏
、
先
生
が
東
京

に
お
い
で
に
な
っ
た
時⑸
も
た
ゞ
遠
く
か
ら
お
姿
を
拝
し
た
だ
け
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
渇
望
の
幾
分
を
醫
し
得
た
こ
と
は
幸
ひ
で
し
た

が
、
で
も
親
し
く
御
示
教
を
仰
ぎ
得
な
か
っ
た
の
は
寂
し
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
中
國
文
学
研
究
会
の
一
人
と
し
て
山
水
樓
の
御
歓
迎

宴
に
列
っ
た
の
で
す
）

　

つ
い
で
昨
夏
、
閑
を
得
て⑹
、『
知
堂
文
集
』
の
殆
ど
大
部
分
を
試
み
に
日
本
語
に
譯
し
て
み
ま
し
た
。
先
生
の
御
文
章
を
外
国
語
に

移
す
こ
と
の
困
難
な
こ
と
、
殊
に
浅
学
不
文
小
生
の
如
き
の
到
底
能
く
し
得
る
と
こ
ろ
で
な
い
こ
と
は
、
自
分
で
も
よ
く
よ
く
わ
か
っ

て
ゐ
る
つ
も
り
で
す
が
、
当
然
紹
介
せ
ら
る
べ
く
し
て
一
向
せ
ら
れ
ず
、
た
ゞ
御
名
前
の
み
有
名
で
あ
る
だ
け
な
の
を
日
頃
あ
き
た
ら
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ず
思
ひ
、
で
は
俺
が
や
ら
う
か
と
あ
ら
れ
も
な
い
野
心
を
懐
く
や
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
で
も
そ
の
『
知
堂
文
集
』
の
反
譯
に
し
て
も
、

小
生
に
解
せ
ら
れ
ぬ
語
句
が
あ
ま
り
多
い
た
め
、
そ
の
時
も
よ
ほ
ど
お
手
紙
を
さ
し
上
げ
て
お
質
ね
し
た
い
と
熱
心
に
思
ひ
つ
め
た
の

で
し
た
が
、
又
れ
い
の
引
込
思
案
か
ら
断
念
し
て
、
原
稿
も
そ
れ
な
り
に
放
り
だ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
ん
ど
『
文
藝
懇
話
会
』
か
ら
何
か
支
那
の
随
筆
を
と
依
頼
さ
れ
、
早
速
そ
の
舊
稿
を
と
り
だ
し
て
う
ち
五
篇
だ
け
選
ん
で
「
雨
天

の
書
」
抄
と
題
し
て
送
り
ま
し
た⑺
（
少
し
題
名
は
実
際
に
そ
ぐ
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
「
雨
天
の
書
」
と
い
ふ
名
が
好
き
で
し
た
か

ら
）
こ
の
五
篇
を
選
ん
だ
標
準
は
、
た
ゞ
小
生
に
と
っ
て
割
に
意
義
不
明
の
個
所
が
少
い
4

4

か
ら
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
少
い
と
申
し
ま
し

て
も
比
較
的
の
話
で
、
よ
く
わ
か
ら
ぬ
ま
ゝ
に
意
識
し
て
ゴ
マ
カ
し
た
個
所
も
実
は
少
く
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
別
便
を
以
て
同
誌

を
お
送
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。
若
し
も
金
を
點
じ
て
鉄
と
成
し
た
小
生
の
不
文
を
御
寛
假
に
な
り
誤
譯
そ
の
他
の
御
指
教
を
賜
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
な
ら
ば
、
小
生
の
喜
び
こ
れ
に
如
く
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
な
ほ
甚
だ
無
理
な
申
し
出
で
恐
縮
い
た
し
ま
す
が
、
何

と
ぞ
右
の
舊
稿
を
整
理
し
、
書
き
足
す
べ
き
を
書
き
足
し
先
生
の
お
許
し
を
得
た
上
、
相
当
な
本
屋
か
ら
出
版
い
た
し
た
い
希
望
を
い

だ
い
て
を
り
ま
す
。
た
ゞ
小
生
の
浅
学
ゆ
ゑ
、
先
生
を
あ
や
ま
る
こ
と
な
き
や
と
そ
れ
だ
け
が
心
配
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
先
生
の

反
譯
は
無
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
ま
で
出
な
か
っ
た
の
が
実
際
奇
怪
な
事
と
思
ふ
の
で
す
。
小
生
の
力
の
及
ぶ
か
ぎ
り
如
何
様
な

面
倒
も
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
先
生
に
對
し
て
は
ま
こ
と
に
御
迷
惑
の
御
事
と
存
じ
ま
す
が
、
小
生
の
微
意

の
在
る
と
こ
ろ
を
お
察
し
下
さ
い
ま
し
て
、
ど
う
か
お
許
し
下
さ
い
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
ほ
『
文
藝
懇
話
会
』
と
同
封
に
て
『
支
那
語
学
報⑻
』
を
お
送
り
申
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
秋
、
文
求
堂
主
人
か
ら
原
稿
を
は
た
ら

れ⑼
義
理
上
こ
と
わ
り
か
ね
て
あ
の
や
う
な
拙
文
を
載
せ
た
の
で
、
未
熟
な
、
極
め
て
ま
づ
い
文
な
の
で
人
に
見
ら
れ
る
の
が
羞
づ
か
し

く
て
な
ら
ず
、
あ
の
時
す
ぐ
先
生
に
お
送
り
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
恥
を
忍
ん
で
つ
い
で
に

お
送
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。
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な
ほ
又
、
三
四
年
前
『
漢
文
学
講
座
』（
共
立
社
）
に
『
支
那
現
代
文⑽
』
の
一
科
を
受
持
ち
ま
し
た
節
、「
西
山
小
品
」
の
う
ち
「
一

個
郷
民
的
死
」
と
「
賣
汽
水
的
人
」
の
二
篇
を
譯
注
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
原
本
が
得
ら
れ
ず
何
で
も
商
務
出
版
の
中
学
國
語
教

科
書⑾
か
ら
譯
し
た
の
で
し
た
が
、
あ
れ
は
も
と
も
と
先
生
が
日
本
文
で
書
か
れ
た
も
の⑿
な
る
由
、
あ
と
で
知
り
ま
し
た
。

　

三
月
の
雛
ま
つ
り
も
過
ぎ
て
す
で
に
今
日
は
九
日
と
申
し
ま
す
の
に
空
は
ど
ん
よ
り
も
雪
も
よ
ひ
で
、
昨
日
も
正
月
以
来
十
一
度
目

と
か
い
ふ
雪
が
う
っ
す
ら
と
降
り
ま
し
た
。
ま
だ
戒
厳
令
下⒀
に
在
り
東
京
の
人
心
は
表
面
い
か
に
も
平
穏
に
静
ま
り
か
へ
っ
て
を
り
ま

す
が
、
何
か
い
き
ど
ほ
ろ
し
い
気
持
を
人
々
は
お
互
い
に
感
じ
合
っ
て
を
り
ま
す
。
御
地
は
も
う
す
っ
か
り
春
で
せ
う
か
。
遥
か
に
御

身
の
上
を
し
の
び
つ
つ
こ
の
蕪
雑
な
手
紙
を
さ
し
上
げ
ま
す
。
匆
々
不
盡
。

三
月
九
日　

東
京
に
て　

松
枝
茂
夫　
　
　
　

住
所
、
東
京
市
杉
並
区
成
宗
三
ノ
三
四
七　
　

１
９
３
６
０
３
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

松
枝
先
生

　
　

接
讀
鄭
重
的
手
書
，
倂
雜
誌
二
冊
，
且
感
且
愧
。『
支
那
語
學
』
前
承
文
求
堂
見
賜
，
貴
文
已
得
讀
，
知
有
拙
文
集
之
翻
譯
，
甚

引
以
爲
榮
，
但
恐
淺
薄
之
作
不
值
得
出
板
耳
。
拙
文
中
常
尚⒁
有
南
方
方
言
，
慮
須
多
費
注
解
，
如
烏
篷
船
中
之
猫
兒
戲
係
女
優
演
劇
之

俗
名
，
雖
然
平
時
女
優
並
無
〝
猫
〞
之
稱
，
鄙
意
或
因
歌
唱
時
之
高
音
有
似
猫
叫
乎
。
拙
文
中
有
排
印
錯
誤
或
澀
曲
費
解
處
，
如
承
下

問
，
即
當
奉
答
。
春
寒
尚
厲
，
請
希
珍
重
。
專
此
順
頌
。

近
安　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
作
人　

啓

三
月
十
五
日
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１
９
３
６
０
３
２
１
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

周
作
人
先
生

　

さ
き
に
大
へ
ん
蕪
雜
な
手
紙
を
差
上
げ
、
わ
れ
な
が
ら
は
づ
か
し
く
存
じ
て
居
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
昨
日
思
ひ
が
け
ず
も
玉
翰
を
い

た
だ
き
嬉
し
く
て
昨
晩
は
よ
く
睡
れ
な
か
っ
た
程
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
厚
く
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。
何
卒
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お

願
ひ
い
た
し
ま
す
。「
猫
児
戯
」
に
つ
い
て
の
御
教
示
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実
を
申
し
ま
す
と
「
烏
篷
船
」
は
ろ
く
に
わ
か
ら
ず

に
訳
し
た
所
が
多
く
、
第
一
題
目
か
ら
し
て
、
私
は
篷
は
帆
と
ば
か
り
思
ひ
込
ん
で
居
っ
た
の
で
す
が
、
友
人
か
ら
ト
マ
ぢ
ゃ
な
い
か

と
突
込
ま
れ
て
駭
然
と
い
た
し
ま
し
た
。
成
程
苫
と
解
す
れ
ば
、
今
ま
で
ど
う
し
て
も
合
點
の
行
か
な
か
っ
た
三
明
瓦
以
下
の
御
文
章⒂

が
い
く
ら
か
辻
褄
が
合
う
や
う
で
す
。
私
の
翻
譯
は
一
事
が
萬
事
大
抵
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
ら
う
と
、
今
更
な
が
ら
先
生
に
対
し
て
も
申

し
わ
け
な
く
、
何
だ
か
恐
ろ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
で
も
聞
け
、
答
へ
て
や
ら
う
と
の
御
親
切
な
お
言
葉
に
甘

へ
て
、
さ
ぞ
御
迷
惑
の
御
事
と
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
た
っ
て
御
願
ひ
い
た
し
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
一
年
的
長
進⒃
」
の
冒
頭
の
一
句
、「
在
最
近
五
個
礼
拝
裏
，
一
連
過
了
両
個
年
，
這
才
算
真
正
過
了
年
，」
は
閏
年
か
何
か
の
故
で

せ
う
か
？　

又
最
后
の
「
有
方
尊
命
」
と
は
何
と
い
ふ
意
味
で
せ
う
か
、
お
か
ど
ち
が
ひ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
と
推
し
て
み
ま
し
た
け

れ
ど
。

　
「
勝
業
」
で
は
「
蝦
蟆
墊
牀
脚
」
と
い
ふ
諺
と
、「
征
蒙
」
の
意
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
閉
戸
讀
書
論
」
の
う
ち
「
二
十
年
後
又
是
一
條
好
漢
」
と
は
二
十
年
後
又
一
個
の
好
漢
と
し
て
生
れ
が
は
っ
て
く
る
意
で
せ
う
か
。

又
こ
れ
は
誰
か
の
故
事
で
せ
う
か
。「
只
有
上
聯
而
無
下
聯
」
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
上
身
下
身
と
ち
が
ひ
ま
せ
う
か
。「
此
刻
現
在
」
と
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い
ふ
語
に
は
よ
く
括
弧
を
お
附
け
に
な
り
ま
す
が
、「
今
日
だ
だ
今
」
と
か
い
っ
た
字
面
上
の
意
義
以
外
に
何
か
別
に
含
む
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
せ
う
か
。「
青
運
」
と
は
よ
も
や
青
年
運
動
の
略
で
も
な
か
ら
う
し
、
紅
運
（
鴻
運
か
ソ
ビ
エ
ト
運
か
）
の
反
對
か
と
い
ろ

い
ろ
考
へ
ま
し
た
が
合
点
が
行
き
ま
せ
ん
。「
非
真
闢
札
則
不
把
巻
」
も
解
し
か
ね
て
ゐ
ま
す
。
又
「
農
軍
起
事
」
と
は
や
は
り
赤
匪

を
指
す
の
で
せ
う
か
。

　
「
上
下
身
」　

四
行
詩
を
五
行
に
譯
し
た
手
際
は
、
ま
こ
と
に
ま
づ
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。「
該4

辦4

的4

下
流
社
会
」
は
い
い
か
げ
ん
に

譯
し
ま
し
た
。
初
め
「
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
も
や
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
本
当
の
意
味
は
ど
う
い
ふ
の
で
せ
う
か
。「
不
必
説
要
想

攔4

腰
的
『
関
老
爺
一
大
刀
』
分
個
上
下
」
の
攔4

の
字
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
又
「
抽
刀
断
水
」「
揮
剣
斬
雲
」
は
何
か
の
術
語
で
せ
う
か
。

多
分
字
面
以
外
に
意
味
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
。

　
「
薩
満
教
的
禮
教
思
想
」
中
、「
君
師
主
義
」
の
諸
位
と
は
、
単
に
道
学
先
生
と
い
ふ
意
味
で
せ
う
か
。「
孟
子
」
な
ん
か
の
む
づ
か

し
い
意
味
が
あ
る
の
で
せ
う
か
。

　
「
死
法
」
の
中
、「
北
京
学
府
中
静
坐
道
友
」
と
は
、
当
時
岡
田
式
静
坐
法
で
も
流
行
っ
た
の
で
せ
う
か
？　

又
「
磕
破
天
靈
」「
胖

大
海
」「
酸
牛
奶
」
な
ど
解
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
碰
傷
」
の
譯
語
に
困
り
ま
し
た
が
、
日
本
語
で
何
と
譯
す
べ
き
で
せ
う
か
。
又
「
未
必
同
舟
皆
敵
國
，
不
圖
吾
輩
亦
清
流
」
を
御

説
明
ね
が
ひ
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
北
京
的
茶
食
」　

茶
食
は
「
茶ち
ゃ

食う
け

」「
茶
菓
子
」
と
や
る
べ
き
だ
と
な
や
み
ま
し
た
。
五
十
嵐
氏
の
本
⒄

で
は
た
だ
「
菓
子
」
と
あ

る
や
う
で
し
た
か
ら
假
り
に
「
北
京
の
菓
子
」
と
譯
し
ま
し
た
が
、
如
何
で
せ
う
か
。「
香
合
」
を
香か
う

盒ば
こ

と
し
、「
花
露
水
」
と
「
日
光

皀
」
と
に
あ
あ
い
っ
た
い
い
か
げ
ん
な
註
を
施
し
て
み
ま
し
た
も
の
の
、
実
は
不
安
で
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
「
喫
茶
」
に
は
む
づ
か
し
い
所
が
澤
山
あ
り
ま
す
。「
加
薑
絲
醤
油
，
重
油
燉
熱
…
…
」
の
重
油
4

4

と
は
何
で
せ
う
か
。
下
関
の
江
天
閣
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と
は
南
京
の
料
亭
の
名
で
で
も
あ
る
の
で
せ
う
か
。
又
そ
の
あ
と
の
「
因
爲
一
到
即
罄
…
…
」
以
下
の
二
行
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

　
「
烏
篷
船
」
の
「
黑
油
」
は
黒
ペ
ン
キ
で
い
い
の
で
せ
う
か
。「
定
篷
」
と
は
？　
「
遮
陽
」
は
た
ぶ
ん
日
覆
い
で
せ
う
か
。「
船
首
有

竹
篙
，
用
以
定4

船
」
の
定4

は
或
は
方
向
を
定
め
る
の
か
と
も
考
へ
ま
す
が
如
何
で
せ
う
。

　
「
喫
菜
」
で
は
ま
づ
「
自
鄶
以
下
更
可
以
不
論
」
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
又
「
光
是
」
と
は
全
く
4

4

と
で
も
い
っ
た
意
味
で
せ
う
か
。

　
「
蒼
蝿
」
で
は
最
後
節
の
「
黙
亜
咬
他
直
達
他
的
心
房
」
の
意
味
を
御
教
示
下
さ
い
。
他4

は
何
を
指
す
の
で
せ
う
。

　
「
窮
袴
」
で
は
「
左
儀
貞
」
な
る
人
物
が
見
当
つ
き
ま
せ
ん
、
又
「
小
藍
皮
書
」
も
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

　
「
三
禮
讃
」、「
試
看
両
間
林
々
總
々
」
の
両
間
4

4

は
両
儀
の
間
、
天
地
間
と
解
し
て
い
い
で
せ
う
か
。「
孝
然
獨
處
」
の
孝
然
？　

又
、

「
孫
馨
帥
」
は
孫
伝
芳
（
字
馨
遠
？
）
の
事
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
馨
帥
と
は
、
元
帥
の
意
味
で
せ
う
か
。

　
「
前
門
遇
馬
隊
記
」
の
「
天
安
門
外
第
三
十
九
個
帳
篷
」
の
帳
篷
4

4

は
露
店
の
テ
ン
ト
で
で
も
あ
る
の
で
せ
う
か
、
第
三
十
九
個
？

　
「
故
郷
的
野
菜
」
の
児
歌
第
一
行
、「
靭
結
結
」
と
は
堅
い
意
で
せ
う
か
、
丸
い
の
で
せ
う
か
。

　
「
我
学
國
文
的
経
験
」
の
「
背
書
上
書
」
？

　

い
い
気
に
な
っ
て
こ
ん
な
に
も
澤
山
な
ら
べ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
し
か
も
実
は
決
し
て
こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
の
で
、
況
や
自
分

で
わ
か
っ
て
ゐ
る
つ
も
り
で
と
ん
だ
譯
し
方
を
し
て
ゐ
る
の
が
無
限
に
あ
る
だ
ら
う
と
恐
れ
ま
す
。
つ
く
づ
く
自
己
の
無
学
を
は
づ
か

し
く
思
ひ
ま
す
。
先
生
の
御
清
適
を
お
騒
が
せ
い
た
す
の
を
懼
れ
ま
す
。
何
よ
り
も
そ
れ
が
苦
痛
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

寒
さ
漸
く
去
っ
て
春
め
い
た
陽
光
が
射
し
そ
め
ま
し
た
。
は
じ
め
て
北
京
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
忘
れ
も
せ
ぬ
六
年
前
の
四
月
七
日
、

楊
柳
の
絮
が
空
い
っ
ぱ
い
飛
び
狂
ふ
の
を
驚
歎
の
目
を
み
は
っ
て
眺
め
た
の
も
、
今
か
ら
思
へ
ば
夢
の
や
う
で
す
。
遥
か
に
先
生
の
上

を
し
の
び
つ
つ
、
草
々
不
一
。
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松
枝
茂
夫　

鞠
躬

　
　
　

三
月
廿
一
日１

９
３
６
０
４
０
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

松
枝
先
生
：

　
　

惠
書
誦
悉
。
承
問
各
事
，
今
別
紙
奉
答
，
匆
々
未
能
詳
，
乞
恕
之
。
又
新
出
拙
文
一
冊⒅
附
呈
，
希
惠
存
。
萬
々
順
頌
。

　
　

近
安　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
七
日

周
作
人
啓 

一
，〈
一
年
的
長
進
〉　

過
了
兩
個
年
指
新
曆
及
舊
曆
（
太
陰
曆
）
的
新
年
。〝
有
方
尊
命
〞
之
〝
方
〞
意
作
違
背
解
，
謂
不
能
遵
命
辦
理
。

二
，〈
勝
業
〉　
〝
蝦
蟆
墊
牀
腳
〞
是
紹
興
俗
諺
謂
無
力
負
擔
。
征
蒙
者
民
國
九
年
外
蒙
赤
化
問
題
發
生
，
徐
樹
錚
等
宣
傳
征
蒙
。

三
，〈
閉
戶
讀
書
論
〉　
〝
二
十
年
後
云
云
是
生
ま
れ
が
は
っ
て
く
る
〞
之
意
。
強
盜
惡
漢
被
處
刑
時
常
如
此
說
。
只
有
上
聯
而
無
下
聯
。

即
指
〝
一
失
足
〞
等
十
四
字
。
謂
〝
再
回
頭
〞
云
云
現
在
已
不
可
能
也
。〝
此
刻
現
在
〞
意
本
重
複
，
因
吳
稚
暉
說
話
常
如
此
，
故
引

用
之
，
別
無
他
故
。

青
運
即
青
年
運
動
國
民
政
府
曾
乃
有
停
止
青
運
之
語
，
闢
札
即
開
戶
。
相
傳
有
好
古
者
寫
啓
戶
爲
闢
札
，
傳
爲
笑
柄
。
今
只
解
作
〝
非

真
開
戶
則
不
讀
書
〞
也
。
農
軍
起
事
，
○即
○指
共
産
派
○党
文
人
口
氣
。

四
，〈
上
下
身
〉〝
該
辦
的
〞
本
係
某
人
前
為
教
員
，
現
為

叛
民
國
之
官
僚

 ⒆
所
说
，
意
謂
〝
懲
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
〞。
攔
腰
只
是
談
在
腰
的
正
中
間⒇
。

抽
刀
，
揮
劍
，
無
別
的
意
象
。
只
是
說
徒
然
無
用
。
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五
，〈
薩
滿
教
的
禮
教
思
想
〉　
〝
君
師
主
義
〞
高
一
涵
在
《
新
青
年
》
上
曾
有
一
文
用
此
題
。
反
對
政
府
干
涉
思
想
。
此
語
本
於
〝
作

之
君
作
之
師
〞。
謂
政
教
合
一
制
度
。

六
，〈
死
法
〉　

靜
坐
，
因
是
子
蒋
維
喬

之
別
說

參
考
岡
田
式
著
〝
靜
坐
法
〞
在
北
京
各
校
講
演
傳
授
，
磕
破
天
靈
即
顱
骨
破
裂
。
只
說
得
稍
遊
戲
耳
。

〝
胖
大
海
〞，
藥
名
，
狀
如
橄
欖
，
浸
熱
水
中
則
漲
大
數
倍
。
食
之
云
可
以
治
咳
嗽
，
今
以
形
容
〝
土
左
衛
門
〞。〝
酸
牛
奶
〞，
俄
醫
學

博
士
メ
チ
ニ
コ
フ
云
服
之
可
以
殺
除21
有
害
细
胞
，
以
至
長
生
。

七
，〈
碰
傷
〉　

原
意
云
自
己
碰
而
受
傷
，
非
由
他
人
加
害
，
或
者
譯
爲
〝
怪
我
〞
如
何
。
招
商
局
輪
船
名
〝
江
永
〞。
國
務
總
理
即
段

祺
瑞
。
挽
聯
對
於
段
氏
蓋
甚
致
不
滿
，
○同
○舟
敵
國
出
處
在
《
史
記
・
吳
起
傳
》，
清
流
在
《
唐
書
・
裴
樞
傳
》。
均
見
池
田
《
故
事

熟
語
大
辞
典
》

 22
此
處
利
用
舟

與
水
兩
事
作
聯
意
云
，
同
舟
的
人
未
必
皆
是
敵
國
〔
而
今
却
以
敵
人
相
待
〕。
我
輩
平
凡
的
人
不
圖
也
成
了
清
流
〔
乃
被
投
入
濁
流
而

死
〕。

八
，〈
北
京
的
茶
食
〉　

茶
食
原
意
是
茶
う
け
，
現
今
只
作
お
菓
子
可
矣
。

九
，〈
喫
茶
〉　
〝
重
油
燉
熱
〝
之
〝
油
〞
係
〝
湯
〞
字
之
誤
。〝
重
湯
燉
〞
猶
如
日
本
之
〝
燗
〞。
江
天
閣
舊
時
在
南
京
的
一
茶
店
，
只

賣
茶
與
點
心
。
一
到
即
罄
云
云
谓
如
一
到
即
喫
畢
，
ボ
イ23
又
拿
第
二
碗
来
，
不
勝
其
煩
，
但
如
長
久
不
喫
，
ボ
イ
先
来
添
加
麻
油
（
胡

麻
油
）
于
干
丝
之
上
，
表
示
好
意
，（
實
亦
即
是
催
促
）。
大
抵
此
時
如
喫
了
，
最
好
。

第
二
碗
也
就
不
拏
来
。

及
添
三
次
之
後
仍
不
喫
則
ボ
イ
便
憤
然
撤
去
，
招
待
粗
忽
，

使
客
將
不
歡
而
散
，
喫
茶
的
興
趣
完
全
消
失
了
。

九
，〈
烏
蓬
船
〉　

黑
油
者
黑
色
的
桐
油
桐
油
煮
通
名

熟
桐
油
。
　

紹
興
船
蓬
皆
半
圆
形
，
以
竹
片
编
成
〝
四
ツ
目
〞
籬
状
，
中
夹
大
竹
葉
，
屈
两
端
，

著
船
两
边
，
不
可
移
动
者
名
定
蓬
，
两
定
蓬
之
间
空
三
四
尺
大
約
為
一
蓬
之
地
位
，
上
加
一
蓬
可
以
移
動
，
晴
時
移
在
定
蓬
之
上
，
雨

時
則
移
覆
两
定
蓬
之
空
間
，
以
淩
雨
雪
。
船
之
佳
者
兩
定
蓬
之
空
間
置
一
〝
明
瓦
〞，
即
以
木
作
〝
格
子
〞，
亦
半
圓
形
，
格
子
中
嵌
以

〝
明
瓦
〞。
微
透
明
的
〝
魚

鱗
〞
似
的
貝
壳
？　

大
者
有
明
瓦
四
枚
，
即
稱
四
明
瓦
船
也
。
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（
以
下
は
欄
外
に
書
き
込
み
：
小
川
）

遮
陽
は
日
よ
け
，
布
製
，
覆
于
明
瓦
上
。

〝
以
定
船
〞，
定
は
と
め
る
。
船
之
首
尾
各
有
一
穴
，
停
泊
時
以
竹
竿
直
貫
至
水
底
，
使
船
不
動
。

十
，〈
喫
菜
〉　
〝
自
鄶
而
下
〞《
左
傳
・
季
札
觀
樂
》
曰
〝
自
鄶
而
下
，
無
譏
焉
〞。
謂
《
國
風
》
中
〝
自
鄶
風
以
下
〞，
均
不
足
道
，
今

只
引
用
，
言
此
等
不
足
論
耳
。〝
光
是
〞
即
〝
只
是
〞。

十
一
，〈
蒼
蠅
〉　
〝
默
亞
咬
他
〞，
他
指
男
子
，
隱
含
戀
愛
意
，
一
面
可
作
〝
蒼
蠅
咬
〞
解
，
一
面
可
解
作
〝
女
人
的
愛
傷
了
他
的
心
〞，

此
是
言
語
的
洒シ
ャ
レ落
不
易
譯
○記
得
明
白
。

十
二
，〈
窮
袴
〉　

左
儀
貞
見
彈
詞
《
天
雨
花
》
中
，
是
小
說
中
模
範
的
貞
女
才
女
，
小
藍
皮
書
（Little Blue Book

）
美
國E.H

aldem
an 

Julius

所
發
行
。

十
三
，〈
三
禮
贊
〉　

兩
間
，
天
地
間
。
孝
然
，
焦
先
的
號
。
孫
馨
帥
即
孫
傳
芳
，
帥
者
官
僚
中
對
於
○將
○校
軍
閥
的
尊
稱
。

十
四
，〈
遇
馬
隊
記
〉　

帳
篷
軍
隊
的
〝
テ
ン
ト
〞，
當
時
爲
彈
壓
學
生
運
動
，
有
兵
若
干
駐
於
天
安
門
前
。

十
五
，〈
故
鄉
的
野
菜
〉　

韌
結
結
，
紹
興
俗
語
即
〝
靱
〞
意
，
堅
く
し
て
柔
か
，
有
彈
性
的
形
容
詞
。

十
六
，〈
國
文
經
驗
〉　

背
書
暗
誦
，
上
書
，
每
日
講
授
未
曾
讀
過
的
書
。

１
９
３
６
０
４
１
６
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

周
作
人
先
生
：

　

お
手
紙
い
た
ヾ
き
ま
し
た
。嬉
し
さ
有
り
が
た
さ
、本
当
に
ど
う
申
し
上
げ
て
御
礼
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。あ
の
ゴ
テ
〴
〵

203



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦前篇（1）

197

並
べ
立
て
た
私
の
愚
問
に
一
々
丁
寧
な
御
教
示
を
賜
り
た
ヾ
〴
〵
恐
縮
に
勝
へ
ま
せ
ん
。

　

別
し
て
又
御
新
著
を
恵
送
に
あ
づ
か
り
厚
く
〳
〵
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
早
速
あ
ら
か
た
拝
讀
致
し
ま
し
た
。「
冬
天
的
蠅
」
そ
の

他
「
日
本
的
衣
食
住
」
な
ど
譯
し
て
み
よ
う
と
考
へ
て
を
り
ま
す
。

　

曾
て
「
周
作
人
自
述
」
を
譯
し
ま
し
た
が
、
あ
の
中
の
「
生
于
光
緒
甲
申
�
其
實
却
是
一
八
八
五
了
」
と
は
ど
う
い
ふ
意
味
で
御
座

い
ま
す
か
。
又
「
六
年
至
北
京
任
北
大
附
屬
國
史
編
纂
處
編
纂
員
半
年
，
七
月4

改
任
北
京
大
学
文
科
教
授
」
は
こ
れ
で
い
い
の
で
せ
う

か
。
こ
の
「
七
月
」
は
「
七
年4

」
の
誤
植
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
が
。

　
「
蒼
蠅
」
の
中
の
「
戲
棍
」（『
澤
瀉
集
』
に
は
「
嬉
棍
」）
は
『
中
國
文
学
』
六
号
所
載
実
藤
氏
の
譯
の
や
う
に
「
棒
遊
び
」
と
や
っ

て
よ
ろ
し
い
の
で
せ
う
か
。

　
「
北
溝
沿
通
信
」
の
「
北
溝
沿
」
は
先
生
の
御
宅
の
あ
た
り
を
云
ふ
の
で
せ
う
か
。
そ
れ
と
も
北
京
大
学
あ
た
り
を
云
ふ
の
で
せ
う
か
。

北
京
の
地
理
に
も
す
っ
か
り
暗
く
、
地
圖
も
手
元
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
「
體
罰
」
の
中
の
「
跪
錢
板
」「
螺
螄
壳
上
」、
そ
れ
か
ら
「
做
」
と
は
即
ち
拷
問
の
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ま
す
が
、
ハ
ッ

キ
リ
し
た
所
が
わ
か
ら
ず
困
っ
て
を
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
諸
事
に
付
き
、
極
く
簡
単
で
結
構
で
御

座
い
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
御
指
示
願
へ
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

当
地
は
丁
度
今
が
櫻
の
満
開
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
前
の
日
曜
か
ら
月
曜
に
か
け
て
生
憎
大
雨
が
續
い
て
花
は
一
寸
出
鼻
を
折
ら
れ
た
格
好
で
す
。
こ
の
次
の
日
曜
と
い
ふ
の
で
は

も
う
遅
す
ぎ
る
事
と
思
は
れ
ま
す
。
櫻
も
そ
ろ
〳
〵
散
ら
う
と
い
ふ
の
に
ま
だ
時
々
外
套
が
欲
し
い
や
う
な
風
で
昨
年
の
「
櫻
音
頭
」

の
狂
歌
乱
舞
が
見
ら
れ
ぬ
の
は
、
ま
あ
却
っ
て
幸
ひ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
尤
も
飛
鳥
山
あ
た
り
で
は
く
し
ゃ
み
し
な
が
ら
寒
い
花
見
に

浮
か
れ
た
人
も
出
て
ゐ
る
由
、
新
聞
に
見
え
て
居
り
ま
す
が
、
私
の
住
む
あ
た
り
は
市
内
と
は
名
ば
か
り
の
辺
鄙
な
と
こ
ろ
で
花
の
た
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よ
り
も
う
と
く
、
た
ヾ
門
前
二
本
三
も
と
の
花
を
眺
め
る
だ
け
で
す
が
。
先
生
は
金
田
一
京
助
先
生
と
御
親
交
が
お
有
り
で
せ
う
か
。

金
田
一
先
生
の
お
宅
は
小
宅
か
ら
す
ぐ
四
五
軒
隔
て
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
生
憎
引
越
し
蕎
麦
を
く
ば
る
程
の
隣
り
で
も
近
く
な
く
、
又

学
校
時
代
も
つ
い
か
け
ち
が
っ
て
た
ヾ
偶
然
お
顔
を
お
ぼ
え
て
ゐ
る
だ
け
で
す
の
で
、
時
々
お
姿
を
見
受
け
な
が
ら
、
未
だ
御
挨
拶
も

申
し
上
げ
た
事
御
座
い
ま
せ
ん
。
先
生
は
こ
の
辺
の
草
分
け
の
方
だ
さ
う
で
も
う
十
二
三
年
も
前
か
ら
住
ん
で
ゐ
ら
れ
る
と
の
事
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

御
地
の
春
は
如
何
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
是
非
も
う
一
度
出
か
け
た
い
と
思
ひ
な
が
ら
日
々
の
暮
し
に
追
は
れ
て
到
底
今
の
と
こ
ろ
出

来
さ
う
に
な
い
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ぬ
。
先
づ
は
先
生
の
御
健
康
を
祈
り
つ
つ
。
匆
々
不
一

四
月
十
六
日　
　
　
　

松
枝
茂
夫

１
９
３
６
０
４
２
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

松
枝
先
生
左
右
：

　
　

惠
書
誦
悉
。
下
問
諸
件　

別
紙
錄
呈
，
乞
察
閱
是
幸
。
拙
著
知
己
蒙
賜
覽
，
惟
內
容
空
疎
，
又
時
涉
散
漫
，
如
〝
衣
食
住
〞
一
篇
，

恐
不
足
供
迻
譯
耳
。
北
平
天
氣
尚
不
甚
煖
，
時
有
風
沙
，
則
又
大
有
春
氣
矣
。
匆
匆
奉
覆
，
順
頌

　
　

近
安

四
月
廿
日　
　
　
　

周
作
人　

啓

一
，〈
自
述
〉，
光
緒
甲
申
即
一
八
八
四
年
，
因
生
於
十
二
月
，
故
已
是
一
八
八
五
年
的
一
月
了
。
六
年
四

◎

月

◎

至
北
京
，
至
九

◎

月

◎

改
任
，
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均
是
半
年
。

二
，〈
蒼
蝇
〉　
〝
嬉
棍
〞
大
意
可
作
〝
棒
游
び
〞
解　

原
意
是
舞
棍
，
与
舞
刀
相
似
。

三
，〈
北
溝
沿
〉　

地
名
，
即
在
八
道
灣
之
西
，
但
今
已
填
平
，
改
爲
馬
路
，
名
則
仍
存
。

四
，〈
體
罰
〉　
〝
做
〞
即
拷
問
，
跪
錢
板
等
均
拷
問
之
一
種
，
使
犯
人
或
生
徒

跪
於
螺
殼
或
〝
錢
板
〞
狀
如
〝
洗
濯
板
〞
商
家
以
此
安

放
銅
錢
（
有
穴
錢
）
或
銅
元

　

上
，
至
膝
頭
腫
破
。

１
９
３
６
０
５
０
３
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

周
作
人
先
生

　

玉
翰
あ
り
が
た
く
拝
誦
い
た
し
ま
し
た
。
毎
度
面
倒
な
質
問
を
く
り
か
へ
し
て
真
に
恐
縮
し
ま
す
。

　

傳
ふ
る
所
に
據
れ
ば
先
生
近
く
御
東
遊
の
由24
で
御
座
い
ま
す
が
本
当
で
せ
う
か
。
若
し
も
真
実
と
す
れ
ば
ど
ん
な
に
嬉
し
い
事
で
せ

う
。
そ
し
て
直
接
御
教
へ
を
得
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
願
っ
て
も
な
い
事
で
、
ど
う
か
こ
の
噂
が
本
当
で
あ
っ
て
く
れ
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

飜
譯
の
む
づ
か
し
さ
殊
に
私
の
如
き
一
知
半
解
の
者
の
や
る
仕
事
で
わ
れ
な
が
ら
空
お
そ
ろ
し
く
覚
え
ら
れ
て
一
向
筆
が
動
き
ま
せ

ん
。
ど
う
か
本
当
で
あ
る
や
う
に
と
祈
っ
て
を
り
ま
す
。

　

櫻
も
い
つ
の
間
に
か
あ
っ
け
な
く
散
っ
て
し
ま
っ
て
、
今
は
丁
度
つ
つ
じ
の
時
候
で
す
。
近
所
の
大
宮
八
幡
は
つ
つ
じ
の
名
所
で
こ

の
ご
ろ
は
日
曜
で
な
く
と
も
人
が
い
っ
ぱ
い
、
櫻
が
お
じ
ゃ
ん
に
な
っ
た
そ
の
腹
癒
せ
と
い
ふ
の
で
せ
う
か
、
大
騒
ぎ
を
や
っ
て
居
り

ま
す
。
寒
い
〳
〵
と
い
っ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
い
つ
か
も
う
す
っ
か
り
初
夏
じ
み
て
来
て
、
昨
日
「
金
魚
や
ー
き
ん
ぎ
ょ
ー
ぉ
」
の
声
を

き
い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

私
は
衣
食
の
為
に
「
清
光
緒
朝
中
日
交
渉
史
料
」
の
飜
譯25
に
殆
ど
一
と
月
の
半
ば
を
奪
は
れ
る
の
で
御
座
い
ま
す
が
、
こ
の
無
聊
こ

の
上
も
な
い
賃
仕
事
の
餘
暇
に
、
先
生
の
書
を
把
っ
て
讀
み
且
つ
曲
り
な
り
に
も
と
に
か
く
日
本
文
に
譯
し
て
み
る
こ
と
の
楽
し
さ
は
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又
格
別
で
、
ど
う
か
こ
の
仕
事
を
先
生
の
お
力
に
よ
っ
て
仕
遂
げ
た
い
も
の
だ
と
望
ん
で
居
り
ま
す
。

　
「
日
本
的
衣
食
住
」
は
譯
し
な
い
方
が
よ
か
ら
う
と
の
御
言
葉
で
す
が
私
は
大
変
興
味
深
く
拝
讀
し
ま
し
た
の
で
何
だ
か
残
念
に
思

ひ
ま
す
。
私
の
大
體
の
方
針
は
『
知
堂
文
集
』
か
ら
三
十
二
三
篇
を
採
り
、
そ
の
他
か
ら
も
う
二
三
十
篇
を
足
し
て
凡
そ
六
十
篇
ぐ
ら

ゐ
を
集
め
た
い
考
へ
で
を
り
ま
す
。
日
本
の
讀
者
を
眼
中
に
入
れ
て
、
ど
う
い
ふ
も
の
を
譯
し
た
ら
よ
ろ
し
い
で
せ
う
か
。
ど
う
か
御

意
見
を
伺
ひ
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
ほ
「
北
溝
沿
通
信
」
と
「
窮
袴
」
の
御
作
年
代
が
不
明
で
す
が
、
た
ゞ
何
年
の
作
と
い
ふ
こ
と
だ
け
で
も
わ
か
れ
ば
結
構
で
ご
ざ

い
ま
す
か
ら
御
教
へ
下
さ
い
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。
御
多
忙
中
の
こ
と
と
は
よ
く
〳
〵
存
じ
上
げ
な
が
ら
失
禮
な
事
ば
か
り
。
ど
う
か
ど

う
か
御
海
容
の
程
願
ひ
上
げ
ま
す
。

　

御
地
は
な
ほ
春
お
そ
く
泥
沙
吹
き
す
さ
ぶ
と
の
趣
き
、
何
卒
御
身
体
御
大
切
に
と
祈
り
上
げ
ま
す
。
匆
々
不
尽五

月
三
日　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫
拝　
　

１
９
３
６
０
７
１
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

　
　

拜
啓
，
接
讀
手
書
已
有
兩
月
，
因
家
中
有
病
人26
，
未
及
奉
答
，
甚
歉
。
承
詢
拙
文
寫
作
年
代
，
查
〈
窮
袴
〉
作
於
民
國
廿
一
年
，

〈
北
溝
沿
通
信
〉
係
投
寄
《
薔
薇
周
刊27
》
者
，
編
者
石
評
梅
女
士
於
十
七
年
逝
世
，
此
文
當
在
十
六
年
冬
所
寫
也
。
拙
文
甚
少
可
觀
者
，

徜
得
因
尊
譯
而
蒙
貴
國
士
人
之
一
睞
，
斯
甚
幸
矣
。
此
上

松
枝
茂
夫
先
生
座
右　
　
　
　
　
　
　

周
作
人　

白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
十
八
日
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＊
編
者
注
記
：
以
下
の
部
分
は
松
枝
茂
夫
の
質
問
の
手
紙
に
周
作
人
が
回
答
を
直
接
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
以
下
は
明
朝
が
松
枝

茂
夫
、
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
を
周
作
人
で
区
別
し
た
（
書
影
参
照
）。
な
お
、
文
中
に
用
い
た
囲
み
文
字
は
、
周
作
人
の
加
筆
の
仕
方
を

そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
だ
が
、
取
消
線
と
同
義
で
あ
る
。

「
鏡
花
縁
」28

○

「
四
子
全
書
」
│
│
四
書
の
别
名
○？

○

牛
角
灣
│
│ 

何
か
由
来
が
あ
り
ま
せ
う
か
？　

無
由
來
，
只
是
成
語
，
喻
思
想
過
深
反
致
○失
○當
不
通
也
。

○

紀
限
儀
│
│
六
分
儀
（sextant

）
の
こ
と
○で
○せ
○う
○か
○？

﹁
我
學
國
文
的
經
驗
﹂

○

附
讀　
　

 

富
家
延
師
在
家
課
讀
，
附
讀
於
別
家
之
塾
或
塾
師
家
上
學
也
，
本
文
中
所
云
係
指
第
二
場
合
。

○

腰
鼓　
　

即
日
本
之
鼓
（
つ
ヽ
み
）。

○

覆
試
│
│
第
二
次
試
驗
○？

「
榮
光
的
手
」

○

牠
的
双
○義
　

義
的
根
據
說
有
同
樣
的
能
力
，
特
別
是
這
植
物
從
絞
架
旁
採
來
的
。（『
知
堂
文
集
』
214
頁
）　

双フ
タ

叉マ
タ

的
根
。

○

麥
食　
　

麥
粉
之
食
品
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「
案
山
子
」

○
「
驚
閨
」
│
│
そ
の
原
語
？　

宋
周
密
《
齊
東
野
語
》
云
，
用
鐵
數
片
長
五
寸
許
，
闊
二
寸
五
分
，
如
拍
板
樣
，
磨
鏡
，
匠
手
持

作
聲
，
使
閨
閤
知
之
，
曰
驚
閨
。

甲○

螺
螄
霉
豆
腐
千
張
（
見
別
紙
）

「
苦
茶
菴
笑
話
選
序
」

○

「
張
貌
」（
同
書
七
頁
）　
　

兒
童
遊
戲
之
一
（
居
な
い
〳
〵
ボ
ウ
と
同
じ
）

○

酒
渣
鼻
（
九
頁
）　
　

赤
鼻

○

把
一
個
囫
圇
圇
的

4

4

4

4

太
極
兒
弄
得
粉
花
碎
（
15
頁
９
行
︶
�
整
個
。

○

只
這
些
未
了
精
々
兒
│
│
（
16
頁
末
行
）　

精
々
兒
空
々
兒
見
〈
聶
隱
娘
傳
〉（《
太
平
廣
記
》
亦
見
〈
劍
俠
傳
〉
中 

明
人
所
集
）

中
係
神
話
的
劍
俠
未
了
大
抵
謂
其
尚
未
成
就
仙
道
乎
。

○

呀
，
笑
殺
了
他
的
咱
，
却
元
來
就
是
我
的
你
。（
17
頁
七
行
）

因
人
己
一
如
，
故
他
即
是
咱
，
我
亦
即
是
你
也
。

○

竊
聞
堯
舜
中
天
方
屬
正
午
（
19
頁
）　

舊
說
古
今
一
旦
暮
，
堯
舜
在
世
如
日
中
天
，
時
當
正
午
，
以
後
漸
々
就
暮
矣
。

○

萬
億
陪
堂
（
20
頁
二
行
）
│
│
見
物
人
○？
。

○

因
與
口
先
鋒

4

4

4

約
曰
，
今
夕
大
悶
，
賴
爾
4

4

能4

頤
我
4

4

，
…
…
（
20
頁
七
行
）

假
設
口
爲
先
鋒
官
，
上

文

有

傳

宣

官
，
故
云
也
。　

賴
爾
能
慰
我
�　
　

頤
�
養
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○

然
則
笑
倒
乎
，
哭
倒
也
。
集
笑
倒
。（
21
頁
八
行
）　

人
世
可
悲
，
故
所
謂
笑
倒
，
實
乃
哭
倒
也
。
於
是
乃
集
〝
笑
倒
〞
爲
一
書
。

乙○

「
伽
藍
○苦
菩
」　
　

伽
藍
菩
薩
之
略
語
，
說
明
見
別
紙
。

「
顔
氏
學
記
」

○

「
四
存
學
會
」
│
│
い
つ
如
何
な
る
人
に
よ
っ
て
設
立
せ
ら
れ
た
？　

徐
世
昌
氏
所
設
立
，
因
顔
氏
有
四
存
編
以
爲
名
。

「
希
臘
神
話
二
」

○

離
奇
惝
（
夜
讀
抄
110
頁
）　
　

奇
怪
不
可
思
議

○

「
大
頭
天
話
」（
111
页
）　
　

紹
興
語
，
謂
不
可
憑
信
之
「
昔
ム
カ
シ

話
」。

○

福
都
思
主
教
（
116
頁
）　P

hotius
（
九
世
紀
時
人
）

「
笠
翁
與
隨
園
」

○

明
正
兩
觀
之
誅　
　

《
孔
子
家
語
》，
孔
子
爲
魯
司
寇
，
攝
行
相
事
，
誅
大
夫
少
正
卯
，
戮
之
於
兩
觀
之
下
，
原
注
，
兩
觀
，
闕
名
。

案
宮
闕
名
。

「
文
章
的
放
蕩
」

○

格
勒
威
耳　

G
reville

　

謨
耳　

M
oore

○

拉
忒
勒
耳　

Luttrell　

洛
及
斯　

R
ogers
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「
關
於
焚
書
坑
儒
」

○
「
四
書
味
根
錄
」　
　

八
股
文
時
代
所
盛
行
的
四
書
講
義
書

「
畏
天
憫
人
」

丙○

茅
山
道
士
諱
虎
噬
爲
飛
昇
，
稱
被
殺
爲
兵
解
。（
見
別
紙
）

「
關
於
傅
青
主
」

丁 ○

字
亦
何
與
人
事

4

4

4

4

，
政
復
恐
其
帶
奴
俗
氣

4

4

4

4

4

4

4

4

，
若
得
無
奴
俗
氣
，
乃
可
與
論
風
期
日
上

4

4

4

4

4

4

耳
（《
風
雨
談
》
三
頁
）（
見
別
紙
）

○

戴
安
道
之
子
仲
若
双
柑
沽
酒
聽
黃
鸝
（
四
頁
）　

戴
仲
若
顒
爲
戴
安
道
逵
之
子
，
双
柑
斗
酒
聽
黃
鸝
，
見
《
雲
仙
雜
記
》。

○

胡
人
害
奴4

病
，
自
有
胡
醫
與
胡
藥
（
３
页
）
│
│
胡
病
の
誤
植

「
游
山
日
記
」

○

飢
腸
得
此
不
翅
江
瑤
柱
（
10
頁
）　

不
翅
＝
不
啻
，
通
俗
用
作
「
不
殊
」
解
謂
無
異
得
食
江
瑤
柱
（
帆
立
貝
の
柱
）

○

雖
無
損
於
性
情
，
猶
未
平
於
嬉
笑

4

4

4

4

4

（
11
頁
）　

嬉
笑
〔
怒
駡
〕
之
氣
猶
未
能
平
。

戊○

卷
八
記
郡
掾
問
鐵
瓦
，

○

卷
九
紀
蝟
髯
蛙
腹
者
拜
烏
金
太
子　

見
別
紙
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「
關
於
雷
公
」

○

自
己
落
實
者

4

4

4

4

4

曰
悶
雷
（『
瓜
豆
集
』
14
頁
）〝
落
實
〞
意
不
甚
明
白
，
大
抵
是
說
酒
令
中
結
果
落
在
自
己
身
上
罷
？

「
談
鬼
論
」

○

這
種
解
釋
難
免
爲
姚
首
源
所
評
爲
癡
叔
（
18
頁
）　

姚
首
源
即
姚
際
恒
。
著
《
詩
經
通
論
》，
對
於
舊
說
多
有
所
訂
正
。
常
笑
人
爲

〝
癡
叔
〞，
此
蓋
即
是
通
用
語
〝
笨
伯
〞
之
異
稱
耳
。

○

紅
勒
帛
（
23
頁
）　

考
官
見
文
章
不
佳
，
以
硃
筆
抹
之
。
後
遂
有
此
戲
稱
。

○

段
君
誠
不
愧
爲
三
十
六
之
一
。
段
成
式
，
李
商
隱
，
溫
庭
筠
在
當
時
文
壇
上
稱
爲
三
十
六
體
，
因
三
人
之
行
輩
均
是
十
六
也
。

「
東
京
的
書
店
」

○

色
剛？

姆
與
尼
珂？

耳
合
編
的
英
文
史T.S

uccom
be &

 W
.R
.N
icoll.

「
希
臘
人
的
好
學
」

○

勝
家
博
士D
r.C
harles S

inger　
　

シ
ン
ガ
ー
縫
衣
機
器
會
社　

中
國
舊
譯
勝
家
公
司

「
陶
菴
夢
憶
序
」

○

此
外
，
就
是
平
常
的
一
山
一
河
，
也
都
還
可
隨
便
游
玩
，
得
少
佳
趣

4

4

4

4

，
倘
若
你
有
適
當
的
游
法
。
│
│
こ
ヽ
は
序
跋
文
（
147
頁
）

に
も
『
澤
瀉
集
』（
25
頁
）
に
も
さ
う
な
っ
て
ゐ
ま
す
が
こ
れ
で
宜
し
い
の
で
せ
う
か
？　

不
少
佳
趣
で
は
な
か
ら
う
か
と
疑
っ
て
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ゐ
ま
す
が
。
得

少
ス
コ
シ

佳
趣

○

師
爺　
　

民
國
以
前
知
縣
以
上
之
地
方
官
所
聘
用
之
助
理
員
，
普
通
分
刑
名
（
司
法
）
錢
穀
（
財
政
）
兩
部
，
稱
刑
名
師
爺
，
錢

穀
師
爺
。
因
係
聘
任
而
非
下
屬
，
須
以
賓
客
之
禮
相
待
。
主
人
（
官
吏
）
相
見
時
稱
之
曰
老
夫
子
。
一
般
通
稱
則
云
師
爺
，
猶
言
先

生
様
。

○

錢
店
官　
　

兩
替
屋
の
番
頭

（
周
作
人
が
追
加
し
た
別
紙
）

甲　

螺
蛳
，
似
田タ

螺ニ
シ

而
小
。
霉
豆
腐
，
豆
腐
小
塊
使
發
酵
，
加
塩
。
霉
千
张
亦
同
，
千
张
似
ユ
バ
而
更
厚
。

乙　

伽
藍
菩
薩
略
稱
爲
伽
藍
菩
，
作
爲
「
殺
」
字
之
隱
語
，
因
薩
殺
音
同
也
。

丙　

茅
山
修
道
者
爲
虎
所
食
，
輒
語
人
云
某
已
飛
空
升
天
矣
，
又
修
道
者
被
殺
，
古
來
多
稱
爲
兵
解
，
謂
其
人
並
未
死
，
但
借
刀
兵

而
解
脫
以
去
耳
。

丁　

書
法
好
壞
本
與
人
事
無
關
。
但
只
怕
其
帶
奴
俗
氣
耳
，
若
能
無
奴
俗
氣
，
乃
讒
說
的
則
風
期
日
上
耳
。
風
期
大
抵
可
作
風
格
或

風
標
解
罷
？

戊　

《
游
山
日
記
》　

卷
八　

〝
官
自
後
山
還
前
殿
，
終
不
拜
佛
，
蓋
亦
崇
正
學
闢
異
端
有
道
之
士
也
。
亦
不
屑
賞
鑒
天
池
。
但
仰
面

望
鐵
瓦
曰
，
生
鐵
乎
熟
鐵
乎
，
僧
對
曰
，
生
鐵
，
復
問
落
雨
時
池
水
溢
乎
。
對
曰
不
溢
。
官
曰
亦
溢
耶
。
蓋
緣
僧
畏
官
而
喉
不
響
。

官
傲
僧
而
聽
不
卑
。
故
兩
誤
耳
〞

又
卷
九　

〝
亭
午
數
游
人
相
遇
。
知
客
僧
延
欸
甚
殷
。
一
蝟
髯
蛙
腹
者
，
│
│
將
赴
齋
而
知
客
之
緣
簿
已
出
。
四
人
者
見
幾
而
作
。

其
一
洎
蛙
腹
二
人
遂
及
於
難
予
惻
，
然
愍
之
，
蓋
以
腹
大
行
遲
也
。
二
人
既
攢
眉
忍
痛
樂
助
已
。
知
客
始
出
其
烏
金
太
子
使
二
客
拜
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而
觀
焉
。
客
乃
踧
踖
升
階
，
洞
洞
乎
炷
香
稽
首
，
適
之
然
驚
顧
相
語
曰
，
此
烏
金
也
。
直
不
知
幾
倍
赤
金
。〞

１
９
３
６
０
７
３
０
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

周
作
人
先
生

　

久
し
く
御
無
沙
汰
に
打
過
ぎ
ま
し
た
処
、
過
日
ハ
玉
翰
賜
り
恂
に
有
難
く
存
じ
ま
し
た
。
御
家
中
御
病
人
お
有
り
の
由
、
酷
暑
の
折

柄
さ
ぞ
か
し
御
困
り
の
御
事
と
御
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。
当
地
も
連
日
旱
天
つ
ヾ
き
に
て
甚
だ
凌
ぎ
が
た
く
小
生
も
三
四
日
病
臥
い
た

し
ま
し
た
。
御
地
は
尚
ほ
の
事
と
ぞ
ん
じ
ま
す
。
何
卒
御
大
切
に
ひ
と
へ
に
祈
り
上
げ
ま
す
。

　

扨さ

て
先
日
よ
り
友
人
の
す
ゝ
め
に
よ
り
山
本
書
店
よ
り
先
生
の
随
筆
集
（
と
ま
で
は
申
せ
ま
せ
ん
僅
か
九
篇
六
十
頁
余
の
小
冊
で

す
）
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
書
名
は
〝
北
京
の
菓
子
〞
こ
れ
ハ
本
屋
の
方
で
決
め
た
も
の
で
す
。
月
末
ま
で
に
は
出
板
で
き
る

と
の
由
で
御
座
い
ま
し
た
か
ら
も
う
間
も
な
く
お
送
り
出
来
ま
す
事
と
存
じ
ま
す
。

　

御
地
留
学
中
の
松
井
秀
吉29
は
小
生
の
高
等
学
校
以
来
の
親
友
で
御
座
い
ま
す
。
四
月
先
生
の
御
警
咳
（
マ
マ
）
に
接
し
得
た
喜
び
の

報
を
得
て
羨
望
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
生
に
も
早
く
そ
う
い
ふ
時
が
来
れ
バ
と
存
じ
ま
す
。　

匆
々
不
一

七
月
卅
日　
　
　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫
拝

注
⑴　

こ
の
周
作
人
遺
族
宅
に
架
蔵
さ
れ
る
松
枝
書
簡
は
、
も
と
も
と
は
文
化
大
革
命
の
際
に
「
抄
家
」（
反
革
命
の
証
拠
探
し
を
名
目
で
家
財
を
収
奪
す
る
こ
と
）
さ
れ
、

魯
迅
博
物
館
で
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
よ
う
や
く
返
却
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

⑵　

中
国
語
教
科
書
な
が
ら
、
翻
訳
を
含
む
も
の
と
し
て
、『
支
那
現
代
文
』（
共
立
社
一
九
三
三
年
）、『
周
作
人
随
筆
抄
』（
文
求
堂
一
九
三
九
年
）
が
あ
る
。

⑶　

周
作
人
書
簡
は
松
枝
茂
夫
自
身
の
手
で
周
到
に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
、
周
作
人
書
簡
に
は
欠
落
は
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
松
枝
書
簡
に
つ
い
て
は
か
な
り
欠
落
が
あ

る
。
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⑷　

当
時
、
松
枝
茂
夫
は
法
政
大
学
ほ
か
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
て
い
た
。

⑸　

周
作
人
は
一
九
三
四
年
七
月
か
ら
夫
人
の
羽
太
信
子
ら
を
伴
い
、
八
月
末
ま
で
東
京
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
日
本
滞
在
中
、
新
聞
雑
誌
の
取
材
を
多
数
受
け
、
さ

な
が
ら
時
の
人
と
い
っ
た
趣
を
呈
し
た
。
当
時
の
『
周
作
人
日
記
』（
大
象
出
版
社
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
と
、
八
月
四
日
夜
、
宿
に
迎
え
の
人
力
車
が
来
て
、
日
比

谷
の
中
華
料
理
店
山
水
楼
の
招
宴
に
出
席
し
た
。
十
一
時
半
に
よ
う
や
く
帰
宅
し
た
と
記
さ
れ
、
か
な
り
の
盛
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
歓
迎
宴
に
出
席

者
二
十
一
名
の
主
だ
っ
た
者
の
名
前
と
し
て
、
有
島
生
馬
、
柳
沢
健
、
佐
藤
春
夫
、
島
崎
藤
村
ら
を
挙
げ
て
い
る
当
日
の
様
子
は
、
柳
沢
健
「
周
・
徐
先
生
を
迎
へ
て
」

（『
支
那
』
二
十
五
巻
九
号
）
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
。

⑹　

一
九
三
五
年
の
夏
頃
、
松
枝
茂
夫
は
林
語
堂
「
笑
」（『
中
国
文
学
月
報
』
四
号
、
一
九
三
五
年
六
月
）、
董
康
「
支
那
文
学
我
見
」（『
東
亜
』
八
巻
七
号
、
一
九
三

五
年
七
月
）、
林
語
堂
「
小
品
文
の
遺
緒
」（『
中
国
文
学
月
報
』
六
号
、
一
九
三
五
年
八
月
）、
劉
半
農
「
双
鳳
凰
專
斎
小
品
文
・
三
則
」、
梁
宗
岱
「
詩
を
談
る
」（『
中

国
文
学
月
報
』
七
号
、
一
九
三
五
年
九
月
）
と
、
立
て
続
け
に
翻
訳
し
て
お
り
、
本
格
的
に
現
代
文
学
翻
訳
に
取
り
組
み
始
め
た
頃
に
相
当
す
る
。
だ
が
、
周
作
人
に

つ
い
て
は
翻
訳
を
試
み
た
も
の
の
、
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
感
じ
て
、
当
面
発
表
を
見
合
わ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑺　
「『
雨
天
の
書
』
抄
」（『
文
芸
懇
話
会
』
一
巻
三
号
）
に
は
、「
北
京
の
菓
子
」（「
北
京
的
茶
食
」、『
雨
天
的
書
』）、「
酒
を
語
る
」（「
談
酒
」、『
澤
瀉
集
』）、「
烏
篷
船
」

（
同
題
、『
澤
瀉
集
』）、「
上
下
身
」（
同
題
、『
雨
天
的
書
』）、「
死
の
默
想
」（
死
之
默
想
、『
雨
天
的
書
』）
五
編
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
編
は
全
て
『
北
京
の

菓
子
』
に
も
収
録
さ
れ
た
。
な
お
、『
文
芸
懇
話
会
』
は
、
警
保
局
長
の
松
本
学
の
肝
い
り
で
発
足
し
た
官
製
文
芸
雑
誌
で
は
あ
る
も
の
の
、
当
時
は
比
較
的
リ
ベ
ラ

ル
な
編
集
方
針
の
も
と
に
発
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
『
文
芸
懇
話
会
』
に
は
翌
年
一
九
三
六
年
に
も
周
作
人
「
日
本
文
化
を
談
る
の
書　

其
一
」（
二
巻
六
号
）
を
掲

載
し
て
い
る
。

⑻　
「
周
作
人
先
生
の
立
場
」（
支
那
語
学
会
『
支
那
語
学
報
』
創
刊
号
、
文
求
堂
）
を
指
す
。
文
求
堂
主
人
と
は
田
中
慶
太
郎
の
こ
と
。
飯
倉
照
平
編
に
な
る
略
年
譜
に

よ
れ
ば
、
松
枝
茂
夫
は
留
学
帰
国
後
、
田
中
の
知
遇
を
得
て
、『
現
代
支
那
趣
味
文
選
』（
一
九
三
四
年
六
月
）、『
支
那
語
を
読
む
爲
の
漢
字
典
』（
一
九
四
〇
年
一
〇
月
）

な
ど
を
文
求
堂
か
ら
刊
行
し
た
ほ
か
、
店
先
で
亡
命
中
の
郭
沫
若
を
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
。

⑼　
「
原
稿
を
は
た
ら
れ
」
は
「
原
稿
を
催
促
取
り
立
て
ら
れ
る
」
意
。

⑽　

教
科
書
『
支
那
現
代
文
』（
共
立
社
一
九
三
三
年
）
の
こ
と
。
そ
の
な
か
に
、
広
告
文
、
雑
件
、
白
話
文
を
収
め
、
白
話
文
の
教
材
と
し
て
、「
白
話
文
学
史
引
子
」

（
胡
適
）、「
金
縢
篇
今
訳
」（
顧
頡
剛
）、「
西
山
小
品
二
則
」（
周
作
人
）「
笑
」（
謝
冰
心
）「
日
記
三
則
」（
郁
達
夫
）、「
詩
三
篇
」（
徐
志
摩
、
郭
沫
若
）
を
収
め
る
。

⑾　

現
在
の
と
こ
ろ
、
何
に
拠
っ
た
か
特
定
で
き
な
い
。

⑿　
「
一
個
郷
民
的
死
」、「
賣
汽
水
的
人
」
は
『
生
長
す
る
星
の
群
』
第
一
巻
九
号
に
「
西
山
小
品
」
を
構
成
す
る
二
編
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
一
人
の
百
姓
」、「
サ
イ
ダ
ー

賣
り
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

⒀　

二
二
六
事
件
の
こ
と
。
当
時
松
枝
茂
夫
は
杉
並
区
に
住
ん
で
い
た
。

⒁　
「
尚
」
を
消
し
て
、「
常
」
と
書
い
て
い
る
。

⒂　
「
三
明
瓦
以
下
の
…
」
と
は
、
原
文
第
二
段
落
の
途
中
に
現
れ
る
言
葉
で
、
具
体
的
に
船
を
覆
う
苫
（
ト
マ
）
の
形
状
に
つ
い
て
説
明
す
る
箇
所
を
指
す
。

⒃　

こ
の
書
簡
中
で
は
書
籍
タ
イ
ト
ル
に
波
線
を
付
け
て
い
た
が
、
表
記
を
統
一
し
て
、
カ
ギ
括
弧
と
し
た
。
以
下
に
掲
げ
ら
れ
る
作
品
は
『
知
堂
文
集
』（
天
馬
書
店

一
九
三
三
年
三
月
）
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
と
み
ら
れ
る
。
同
書
は
一
九
二
〇
年
代
の
代
表
作
を
中
心
に
集
め
た
も
の
で
、
こ
こ
で
松
枝
が
選
ん
だ
作
品
は
内
容
的
に
も
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時
期
的
に
も
か
な
り
幅
が
あ
り
、「
窮
袴
」（
一
九
三
二
年
一
一
月
）
の
よ
う
に
『
知
堂
文
集
』
で
初
め
て
単
行
本
収
録
さ
れ
た
新
作
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
は
す
べ
て
改
造
社
版
『
周
作
人
随
筆
』
に
収
録
さ
れ
、
周
作
人
の
全
貌
が
窺
え
る
作
品
集
と
し
て
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
に
窺
わ
れ
る
。

⒄　
「
北
京
的
茶
食
」
に
見
え
る
五
十
嵐
力
『
我
が
書
翰
』（
至
文
堂
書
店
、
一
九
一
六
年
刊
行
）
を
指
す
。

⒅　

時
期
的
に
見
て
、『
苦
竹
雑
記
』（
上
海
良
友
図
書
印
刷
公
司
一
九
三
六
年
二
月
）
と
思
わ
れ
る
。

⒆　

こ
の
箇
所
は
割
り
注
の
形
式
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。

⒇　

在
、
正
は
右
側
に
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
。

21　
「
除
」
は
右
側
に
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
。

22　

池
田
故
事
熟
語
大
辞
典
と
は
、『
故
事
熟
語
大
辞
典
』（
池
田
四
郎
次
郎
著
、
宝
文
館
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

23　

ボ
イ
は
ボ
ー
イ
の
こ
と
。

24　

日
本
に
お
け
る
何
ら
か
の
報
道
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。

25　
「
清
光
緒
朝
中
日
交
渉
史
料
八
八
巻
」（
北
平
故
宮
博
物
院
編
、
一
九
三
二
年
）
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
翻
訳
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。

26　

恐
ら
く
母
親
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
確
認
で
き
な
い
。

27　
『
薔
薇
周
刊
』
は
『
世
界
日
報
』
副
刊
で
、
一
九
二
六
年
よ
り
石
評
梅
・
陸
晶
清
ら
が
編
集
発
行
し
た
も
の
。

28　

以
下
に
掲
げ
ら
れ
る
作
品
名
の
出
典
を
記
す
。
す
べ
て
冨
山
房
版
『
周
作
人
文
藝
随
筆
抄
』
に
全
て
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
か
ら
早
く
も
文
藝
論
を
中
心
と
し
た

近
作
を
中
心
と
し
た
翻
訳
を
刊
行
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

『
自
己
的
園
地
』（
北
新
書
局
改
訂
新
版
一
九
二
七
年
二
月
）「
鏡
花
縁
」

『
澤
瀉
集
』（
北
新
書
局
一
九
二
七
年
九
月
）「
陶
菴
夢
憶
序
」

『
永
日
集
』（
北
新
書
局
一
九
二
九
年
五
月
）「
榮
光
之
手
」

『
看
雲
集
』（
開
明
書
店
一
九
三
二
年
一
〇
月
）「
案
山
子
」

『
苦
茶
菴
笑
話
選
』（
北
新
書
局
一
九
三
三
年
一
〇
月
）「
苦
茶
菴
笑
話
選
序
」

『
夜
読
抄
』（
北
新
書
局
一
九
三
四
年
九
月
）「
顔
氏
学
記
」「
希
臘
神
話
二
」

『
苦
竹
雑
記
』（
良
友
図
書
公
司
一
九
三
六
年
二
月
）「
關
於
焚
書
坑
儒
」「
笠
翁
與
隨
園
」「
文
章
的
放
蕩
」「
畏
天
憫
人
」

『
風
雨
談
』（
北
新
書
局
一
九
三
六
年
一
〇
月
）「
關
於
傅
青
主
」「
游
山
日
記
」

『
瓜
豆
集
』（
宇
宙
風
社
一
九
三
七
年
三
月
）「
關
於
雷
公
」「
談
鬼
論
」「
東
京
的
書
店
」「
希
臘
人
的
好
學
」

29　

旧
制
福
岡
高
校
時
代
か
ら
の
友
人
。
一
九
三
七
年
に
中
国
大
連
で
客
死
。
松
枝
茂
夫
と
の
共
編
で
「
周
作
人
著
訳
目
録
」（『
中
国
文
学
月
報
』
二
十
九
号
）
が
あ
る
。
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